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1. 次の問に答えよ．

(1) D ⊂ RN とし g : D → RN とする．g が D で Lipschitz連続であることの定義を述べよ．
(2) K ⊂ RN+1 を空でない有界閉集合とする．f : K → RN がK で Lipschitz条件を満たすこ
との定義を述べよ．

(3) Ω ⊂ RN+1 を空でない開集合とする．f : Ω → RN とする．f が Ω で局所 Lipschitz条件を
満たすことの定義を述べよ．

2. Picard-Lindelöfの定理を述べよ．

3. 次の微分方程式系の初期値問題の逐次近似法で解け：{
x′
1 = x1 − 2x2

x′
2 = −x1

, x1(0) = 2, x2(0) = −1

Hint

– x(t) =

(
x1(t)
x2(t)

)
, f(x) =

(
f1(x1, x2)
f2(x1, x2)

)
=

(
x1 − 2x2

−x1

)
とおくと

dx
dt

= f(x), x(0) =

(
2
−1

)
である．

– これを積分方程式にすると

x(t) =

(
2
−1

)
+

∫ t

0

f(x(s))ds

である．
– 逐次近似法は

xn(t) =

(
2
−1

)
+

∫ t

0

f(xn−1(s))ds

とすればよい．

– xn(t) =

(
x
(n)
1 (t)

x
(n)
2 (t)

)
とすれば

x
(n)
1 (t) = 2 +

∫ t

0

(x
(n−1)
1 (s)− 2x

(n−1)
2 (s))ds

x
(n)
2 (t) = −1 +

∫ t

0

(−x
(n−1)
1 (s))ds

という漸化式で次々 x
(n)
1 , x

(n)
2 を作っていけばよい．n = 3 か 4 までつくって解を予想して

みてください．

4. 例 3について x0, x1 以外にもう一つ解をみつけよ．
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